
所管課による評価①

１．基本事項

２．事業実績

指定管理業務収支

収支

自主事業収支

収支 -14,756円 （前年度　3,402,016　円）

収支実績

・フェイスブックやＸなどのSNSによる情報発信を積極的に行い、イベント情報や施設の利用情報
をリアルタイムで伝えることで、利用者の利便性を向上させた。
・川崎マリエンの主な利用団体を集めた利用者懇談会の開催、利用者アンケートの実施により、
利用者の意見や要望を反映させ、施設の満足度向上に貢献している。
・ビーチバレーボールの「ＮＴＣ競技別強化拠点施設」の管理者として、選手やスタッフの要望
を施設に反映させ、よりよい管理運営に尽力した。

サービス向上の取組

収入額 15,579,590円 （前年度　15,934,113　円）

支出額 15,594,346円 （前年度　12,532,097　円）

【内訳】

【内訳】 人件費 46,350,012円 （前年度　45,752,595　円）

20,464,551円 （前年度　15,700,870　円）

（前年度　236,264,206　円）

（前年度　160,919,000　円）

（前年度　75,345,206　円）

支出額 222,853,343円 （前年度　220,563,336　円）

指定管理料

収入額 243,317,894円

物件費 176,503,331円 （前年度　174,810,741　円）

会館事業収入

164,890,000円

78,427,894円

利用実績

中公園バーベキュー場利用件数

中公園バーベキュー場利用者

ビーチバレー場利用者

ビーチバレー場利用件数

テニスコート利用者

テニスコート利用件数

体育室個人利用者

体育室専用利用件数

指定管理者制度活用事業　評価シート

598件

1,373人

施設名称

事業者名

指定期間

【事業者名】
公益社団法人　川崎港振興協会
　代表者　森　賢一
株式会社京急アドエンタープライズ
　代表者　横内　千明

【住所】
川崎市川崎区東扇島38-1

会議室・研修室利用件数 3,262件

評価者

川崎市港湾振興会館及び東扇島中公園 評価対象年度

23,561人

所管課

595件

令和6年4月1日～令和11年3月31日

展望室利用者

会館利用者 295,610人

57,612人

港湾管理課長

令和７年度

（前年度　6,750　件）

（前年度　25,443　人）

（前年度　777　件）

（前年度　5,138　人）

港湾局川崎港管理センター港湾管理課

（前年度　661　件）

（前年度　23,025　人）

4,284人

（前年度　293,512　人）

（前年度　62,356　人）

（前年度　3,083　件）

（前年度　1,411　人）

（前年度　5,325　件）5,502件

22,593人

6,353件



３．評価

分
類

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

効率的・効果的な支
出

収入の確保

適切な金銭管理・会
計手続

（評価の理由）
・収入について、年度計画よりわずかに減少となってはいるが、選定時の提案額を上回る収入は得ており、また、支出
を抑えることで余剰を創出できている。
・適切な委託発注により効率的な施設運営を図ったほか、駐車場の白線引きや車両通行の支障になる枝葉の剪定などを
職員が自ら行うことで経費を節約するなど、支出を抑えるための対応が行われた。
・施設利用を促進するため、ドラマ・映画等の撮影場所として誘致活動を行い、収入確保につなげた。

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めること
ができたか）

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

10

10
業務改善による
サービス向上

適切なサービス
の提供

利用者の意見・
要望への対応

8

8

8

10 4

4

4

実施計画と実際のサービス提供に「ずれ」が生じている場合、原因究明
に必要な取組が為されているか
業務改善が必要な場合に、現状分析、課題把握、改善策の検討と実施が
行われているか

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為さ
れているか

（評価の理由）
・利用促進への取組として、実施計画どおり、マリエンシアターにおけるマリエン映画観賞会、パブリックビューイン
グの開催、マリエン納涼祭の開催、冬の芋煮会など季節に応じたイベントを多数開催し、また、受付・ロビーに七夕や
クリスマスの飾りつけを行い季節感を演出するなど利用者を飽きさせない工夫をした。
・SNSにおける情報発信に加え、京急電鉄が運営する地域情報サイト「かわさきnewcal」へも積極的に情報を共有する
など、イベントの周知を積極的に行った。
・8月に等々力競技場で開催されたフロンターレ主催イベントや10月の多摩区民祭に出店しグッズ販売や川崎港の紹介
を行うなど、川崎市北部地域への周知を積極的に行った。
・港湾局主催の「港のまち　かわさきで学んで感じて、魅力発見！イベント」の会場や自動運転バス導入に向けた交通
局、まちづくり局の実証実験における乗換拠点として、積極的に協力し、認知度向上に寄与した。
・利用者からのニーズを踏まえ、キャンプ場における火気の利用について見直しを行い、焚火の利用を一定の条件下で
可能としたことで、キャンプ体験の質の向上及び利用者満足度の向上につながった。
・入居者連絡会議を3回開催し入居者との意見交換や情報交換を行うとともに、入居者側の意見の把握に努めた。

収入増加のための具体的な取組が為されているか

計画通りの収入が得られているか

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

3

収入と預かり金等を区別し、適切に管理を行っているか

支出に見合う効果は得られているか

計画に基づく適正な支出が行われているか

3

利
用
者
満
足
度

事業成果

着眼点項目

（評価の理由）
・利用者アンケートによる満足度調査を適切に実施した。昨年度と比較して回答者数は減少したが、今後も利用したい
と回答した人は291人（約77％）と、高い評価を得ることができている。また、バーベキュー場利用者には個別にアン
ケート調査を行っており、こちらも再度利用したいと回答した人は330人（約97％）と高い評価を得ている。
・市の方針に合わせ、熱中症予防を理由とした施設利用予約のキャンセルに伴う使用料は徴収しないとの対応を実施
し、利用者の満足度向上に寄与した。
・集客の取組として、各種イベント（夏休み映画上映会、工作教室、初日の出鑑賞会、茶道教室、テニス教室、バドミ
ントン教室、トレーニング教室等）を積極的に開催し、昨年度より来館者数を増加させることができた。
・川崎市子ども会連盟と協力してイベント「川崎マリエンあそびの日」を開催し、多くの集客（約1,100人）を得た。

事業実施による成果の測定が適切に行われているか

当初の事業目的を達成することができたか

利用者満足度

利用者満足度調査を適切に実施しているか

利用者満足度は向上しているか

調査結果の分析を行い、満足度向上のための具体的な取組に反映し
ているか

評価点

8

6

評価段階

4

3

配点

10

10

5

5

5

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供された
か

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

33

3

3

収
支
計
画
・
実
績

業務改善の取組によって具体的な効果があらわれたか



４．その他加点
分
類

評価段階

清掃業務

管理記録の整
備・保管

施設・設備の保
守管理

（評価の理由）
・耐用年数が過ぎている設備が多い中で不具合の発生に迅速に対応するとともに、日々のメンテナンスに努めたため、
施設に大きな損傷や大きな事故等はなかった。
・川崎港振興協会外壁改修工事や受電設備改修工事等、市が実施する工事に対し利用者への告知や安全対策を適切に実
施した。
・館内及び敷地周辺の歩道について、日々の清掃業務をきめ細かく行い、清潔な環境を維持していた。
・施設内の草刈・除草、清掃業務において業務委託で補えない部分を自主的に実施し常に快適に利用できる環境を維持
した。

適
正
な
業
務
実
施

項目 着眼点 配点

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防
止に役立っているか

外構を適切に管理（草刈、剪定、害虫駆除等）しているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行
われているか

備品管理

外構・植栽管理

警備業務

そ
の
他
加
点

（評価の理由）

連絡・連携体制

再委託管理

3

0
市の政策課題への取
組

安全・安心への
取組

適正な人員配置

コンプライアン
ス
職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽減

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適
切な監視・確認が為されているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる
環境を維持しているか

3 1.83
業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修が定期的に行われ、スタッ
フのスキルとして浸透しているか

担当者のスキルアップ

 特になし

評価点

3

3

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が
整備されているか

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管
理・監督体制が整備され、適切な運用が為されているか

緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体
制を構築し、定期的に情報交換等を行っているか

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理
体制となっているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

組
織
管
理
体
制

3

3

3 1.8

5

5

3環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

（評価の理由）
・中公園において、引き続きバーベキュー場と芝生等植栽の一体管理を同一職員が担当することで、効率的・効果的な
管理を行うことができた。
・例年どおり全テナント参加の消防訓練を実施し、火災発生時等の速やかな避難・消火等への備えに取り組んでいる。
・指定管理者内による管理運営自己点検評価を行い、各委託業者との意見等の共通認識を行い利用者満足や成果に結び
つける運営を行った。
・市と毎月の報告会を設け利用率の変動の要因分析や解決策の提案を行うなど、改善すべき内容について協議を行っ
た。

5
定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られ
ているか

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されている
か

3

8.4314

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整
備等を適切に実施しているか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。



５．総合評価点

６．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

７．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

評価ランク68.0評価点合計 C

　次の点について、課題への取組や魅力の向上の取組等の対策を実施してもらいたい。
・新規取組等の実施に当たっては、利用者の意見や集客状況等のデータを収集・分析し、利用率向上に向けた現状の把握
と課題分析を行うこと。
・引き続き、施設の認知度向上や来館者増加を図ることを目的に、各種関係団体と連携したイベント開催や情報発信に力
を入れること。
・会館内の展示物について、見直しやリニューアルを行い、リピーターも楽しめる工夫をすること。

・利用者からのニーズを踏まえ、従来制限していた火気の取り扱いについて安全面の対策を再検討した結果、焚火の利用
を一定条件下で可能とする運用へ見直しを行った点は評価できる。
・平成４年の開館から30年以上が経過し建物及び設備が経年劣化し老朽化していく中で発生する多くの不具合に迅速に対
応するとともに、日々のメンテナンスも適切に実施したことにより、過年度に引き続き大きな事故等を発生させなかった
こと及び軽微な修繕は職員が対応することでコストも意識した管理運営を行なったことは評価できる。
・川崎マリエンホームページやフェイスブック等での積極的な情報発信に加え、京急電鉄が運営する地域情報サイト「か
わさきnewcal」との連携を開始するなど、広報面においても工夫が認められる。


